
　

今
年
度
は
、「
仕
事
と
家
庭
の

両
立
を
図
り
、
働
き
続
け
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り
」「
働
き
方
の

見
直
し
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
推
進
」「
男
性
も
育
児

参
加
し
や
す
い
企
業
風
土
の
見
直

し
」
が
目
標
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
㈶
21
世
紀
職

業
財
団
群
馬
事
務
所
（
☎
0
2
7

・
2
2
3
・
2
0
2
3
）
へ
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

●
日
時
＝
10
月
11
日
㈭
、13
日
㈯
、

15
日
㈪
、
16
日
㈫
、
18
日
㈭
、
午

前
11
時
〜
11
時
30
分
（
16
日
は
午

後
3
時
〜
3
時
30
分
）
●
会
場
＝

絵
本
の
部
屋　

●
内
容
＝
絵
本
や

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、手
遊
び
、

わ
ら
べ
歌
な
ど

D
V
D
映
画
会

●
日
時
＝
10
月
17
日
㈬
午
前
10
時

〜
正
午　

●
会
場
＝
少
年
科
学
館

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ア
タ
ー　

●
上
映

作
品
＝
「Ｌ

レ

ッ

ツ

et′
s 

チ
ェ
ッ
ク
イ

〜
4
時
（
受
け
付
け
は
午
後
零
時

50
分
〜
3
時
30
分
）
●
会
場
＝
市

役
所
3
階
31
会
議
室　

●
内
容
＝

国
や
地
方
公
共
団
体
、社
会
保
険
、

郵
政
な
ど
の
業
務
に
つ
い
て
、
苦

情
や
意
見
、
要
望
な
ど
を
受
け
る

●
相
談
員
＝
行
政
相
談
委
員
、
法

務
局
・
市
役
所
な
ど
の
行
政
機
関

の
職
員
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

行
政
書
士　

●
費
用
＝
無
料　

●

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
省
群
馬

行
政
評
価
事
務
所
（
☎
0
2
7
・

2
2
1
・
1
1
0
0
）

　

群
馬
弁
護
士
会
は
、
十
月
一
日

の
法
の
日
を
記
念
し
て
、
無
料
法

律
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
＝
10
月
26
日
㈮
午
後
1
時

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
だ
加
入
手
続
き
を
し
て
い
な

い
事
業
主
は
、
速
や
か
に
加
入
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
高
崎
（
末
広
町
☎
3
2
7
・
8

6
2
2
）へ
。新
町
地
域
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
藤
岡
（
藤
岡
市
藤
岡
☎
0

2
7
4
・
2
2
・
8
6
0
9
）
へ
。

　

十
月
一
日
か
ら
外
国
人
労
働
者

の
雇
用
管
理
指
導
、再
就
職
支
援
、

不
法
就
労
の
防
止
な
ど
を
的
確
に

行
う
た
め
、
外
国
人
（
特
別
永
住

者
は
除
く
）
を
雇
用
す
る
す
べ
て

の
事
業
主
は
、
外
国
人
の
雇
用
状

況
（
名
前
や
在
留
資
格
な
ど
）
を

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
届
け
出
る
こ
と

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
事
業

主
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
高
崎
（
末
広
町
☎
3
2
7
・
8

6
0
9
）へ
。新
町
地
域
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
藤
岡
（
藤
岡
市
藤
岡
☎
0

2
7
4
・
2
2
・
8
6
0
9
）
へ
。

　

十
月
は
「
仕
事
と
家
庭
を
考
え

る
月
間
」
で
す
。

　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
は
男
女
と

も
に
、
働
き
な
が
ら
子
ど
も
を

育
て
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〜
3
時
（
受
け
付
け
状
況
に
よ
っ

て
受
付
終
了
時
間
が
早
ま
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）
●
会
場
＝
市
役
所

17
階
172
会
議
室　

●
内
容
＝
遺
言

や
相
続
、離
婚
、土
地
建
物
、境
界
、

消
費
者
金
融
と
の
紛
争
な
ど　

●

費
用
＝
無
料　

●
問
い
合
わ
せ
先

＝
市
民
相
談
室
（
☎
3
2
1
・
1

2
2
7
）

　

労
働
保
険
と
は
「
労
災
保
険
」

と
「
雇
用
保
険
」
の
総
称
で
、
政

府
が
管
理
、
運
営
し
て
い
る
強
制

的
な
保
険
で
す
。
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
加

入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
て
、（
農

林
水
産
業
の
一
部
は
任
意
加
入
）

現
在
で
発
表
す
る
地
価
調
査
価
格

を
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。
市
役

所
11
階
都
市
計
画
課
、
1
階
市
民

情
報
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
な
ど
で

冊
子
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
計
画
課

（
☎
3
2
1
・
1
2
6
9
）
へ
。 

　

市
は
、
家
庭
用
浄
化
槽
を
設
置

す
る
人
に
、
設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
補

助
金
申
請
の
受
付
期
間
は
、
十
二

月
二
十
八
日
㈮
ま
で
で
す
。

　

補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

は
、
必
ず
工
事
着
工
前
に
、
設
置

す
る
地
区
の
窓
口
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
廃
棄
物
対
策

課
（
☎
3
2
1
・
1
2
5
3
）
へ
。

●
対
象
地
域
＝
下
水
道
認
可
区
域

と
農
業
集
落
排
水
施
設
の
供
用
開

始
区
域
を
除
く
市
内
全
域　

●
対

象
浄
化
槽
＝
市
内
の
専
用
住
宅
に

設
置
さ
れ
る
処
理
対
象
十
人
以
下

の
浄
化
槽　

●
補
助
金
額　

五
人

槽
＝
十
九
万
八
千
円
か
ら　

七
人

槽
＝
二
十
五
万
六
千
円
か
ら　

十

人
槽
＝
三
十
四
万
円
か
ら　

●
申

し
込
み　

倉
渕
・
箕
郷
・
群
馬
・

新
町
・
榛
名
地
域
＝
浄
化
槽
を
設

置
す
る
地
域
の
各
支
所
市
民
課
へ

高
崎
地
域
＝
市
役
所
2
階
廃
棄
物

対
策
課
へ

●
日
時
＝
10
月
15
日
㈪
午
後
1
時

ン
！
」

読
書
会

●
日
時
＝
10
月
18
日
㈭
午
前
10
時

15
分
〜
正
午　

●
会
場
＝
研
修
室

●
内
容
＝
デ
ュ
・
モ
ー
リ
ア
著「
レ

ベ
ッ
カ
」

子
ど
も
と
お
話
の
集
い
と

読
書
に
親
し
む
集
い

●
日
時
＝
10
月
20
日
㈯
午
後
2
時

〜
4
時　

●
会
場
＝
ビ
デ
オ
室

●
内
容
＝
日
本
昔
話
「
ね
ず
み
の

よ
め
い
り
」、
中
国
昔
話
「
ま
ほ

う
の
ふ
で
」、
私
の
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
「
言
葉
と
心
」、
手
品
と

玉
す
だ
れ

休
館
日
＝
10
月
31
日
㈬

絵
本
の
読
み
語
り

●
日
時
＝
10
月
10
日
㈬
午
前
10
時

30
分
〜
11
時　

●
会
場
＝
お
は
な

し
コ
ー
ナ
ー　

●
内
容
＝
絵
本
の

読
み
語
り
、
手
遊
び
な
ど

●
群
馬
図
書
館
（
☎
3
7
2
・
6

6
4
4
）
＝
10
月
16
日
㈫
〜
25
日

㈭●
箕
郷
図
書
館
（
☎
3
7
1
・
4

4
8
6
）
＝
10
月
19
日
㈮
〜
25
日

㈭●
新
町
図
書
館
（
☎
0
2
7
4
・

4
2
・
3
1
0
0
）
＝
10
月
17
日

㈬
〜
21
日
㈰

●
榛
名
図
書
館
（
☎
3
7
4
・
2

2
1
2
）
＝
10
月
16
日
㈫
〜
25
日

㈭

人
身
事
故
な
ど
が
多
発
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
同
区
間
の
路
面
標
示

を
変
更
し
ま
す
。

　

現
在
、
変
則
四
車
線
道
路
と

な
っ
て
い
る
標
示
を
片
側
一
車
線

ず
つ
の
二
車
線
道
路
に
変
更
し
、

右
折
可
能
な
交
差
点
に
は
右
折
車

線
を
設
置
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

違
法
駐
車
の
防
止
や
中
心
市
街
地

へ
の
円
滑
な
車
線
誘
導
を
図
り
ま

す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
高
崎
土
木
事

務
所（
☎
3
2
2
・
4
1
8
6
）へ
。

　

十
月
は
土
地
月
間
で
す
。
土
地

の
利
用
や
取
引
に
あ
た
っ
て
は
以

下
の
「
土
地
基
本
法
」
の
基
本
理

念
を
尊
重
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
土
地
は
公
共
の
福
祉
が
優
先
さ

れ
る　

●
地
域
全
体
の
住
み
や
す

さ
や
自
然
環
境
と
の
調
和
を
考
え

て
、
適
正
か
つ
計
画
に
従
っ
て
利

用
さ
れ
る
必
要
が
あ
る　

●
投
機

的
な
土
地
取
引
を
行
っ
て
は
な
ら

な
い　

●
地
価
の
上
昇
に
伴
う
利

益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求
め

ら
れ
る

　

土
地
を
売
買
す
る
と
き
は
、
国

が
一
月
一
日
現
在
で
発
表
す
る
地

価
公
示
価
格
や
、
県
が
七
月
一
日

装
や
消
防
車
両
の
点
検
、
消
防
団

部
隊
訓
練
、
放
水
訓
練　

●
問
い

合
わ
せ
先
＝
消
防
局
警
防
課
（
☎

3
2
4
・
2
2
1
6
）

●
日
時
＝
10
月
21
日
㈰
午
前
8
時

30
分　

●
会
場
＝
サ
ン
デ
ン
㈱

赤
城
事
業
所
（
前
橋
市
粕
川
町
）

●
内
容
＝
県
内
で
の
大
規
模
地
震

の
発
生
を
想
定
し
た
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
一
都
九
県
の
緊
急
消
防
援
助
隊

に
よ
る
合
同
訓
練　

●
問
い
合
わ

せ
先
＝
消
防
局
警
防
課
（
☎
3
2

4
・
2
2
1
6
）

　

市
は
、
平
成
二
十
年
度
に
地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
小

規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
の

設
置
が
で
き
る
社
会
福
祉
法
人
を

対
象
に
、
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
＝
10
月
31
日
㈬
午
後
2
時

●
会
場
＝
市
役
所
17
階
172
会
議
室

●
内
容
＝
設
置
要
件
や
事
業
者
選

定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

●
問
い
合
わ

せ
先
＝
長
寿
社
会
課
（
☎
3
2
1

・
1
2
4
8
）

　

県
は
、
主
要
地
方
道
高
崎
渋
川

線「
新
田
町
」の
交
差
点
か
ら「
末

広
町
」の
交
差
点
ま
で
の
区
間（
約

一
・
五
㌔
、
右
下
図
）
で
追
突
・

10
月
22
日
㈪
ま
で
に
、
市
役
所

11
階
都
市
計
画
課
か
各
支
所
地
域

振
興
課
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し

て
、
〒
370
‐
8
5
0
1
高
崎
市
役

所　

都
市
計
画
課
（
☎
3
2
1
・

1
2
6
9
）
へ

●
入
学
願
書
受
付
期
間
＝
10
月
19

日
㈮
ま
で　

●
試
験
会
場
＝
県
立

高
崎
産
業
技
術
専
門
校（
山
名
町
）

●
試
験
日
と
内
容
＝
10
月
24
日
㈬

に
国
語
・
数
学
・
面
接
を
実
施

●
募
集
内
容　

①
普
通
課
程
（
二

年
課
程
で
授
業
料
が
必
要
）
＝
機

械
技
術
科
（
高
卒
以
上
）、
溶
接

技
術
科
（
中
卒
以
上
）
②
短
期
課

程（
一
年
課
程
で
授
業
料
は
無
料
、

中
卒
以
上
）
＝
自
動
車
整
備
科
、

イ
ン
テ
リ
ア
木
工
科
、
エ
ク
ス
テ

リ
ア
科
、
塗
装
科　

●
募
集
人
数

＝
①
②
と
も
各
科
二
十
人　

●
問

い
合
わ
せ
先
＝
同
校
（
☎
3
2
0

・
2
2
2
1
）　

●
日
時
＝
10
月
14
日
㈰
午
前
9
時

●
会
場
＝
下
豊
岡
運
動
広
場　

●

内
容
＝
高
崎
市
等
広
域
消
防
局
、

市
消
防
団
、
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

の
約
九
百
人
に
よ
る
、
姿
勢
服

　

市
は
、高
崎
市
地
域
福
祉
計
画
・

地
域
福
祉
活
動
計
画
の
素
案
づ
く

り
を
す
る「
地
域
福
祉
市
民
会
議
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数
＝
三
十
人
（
選
考
）

●
任
期
＝
平
成
21
年
3
月
ま
で

●
応
募
資
格
＝
市
内
に
在
住
で
、

毎
月
会
議
に
出
席
で
き
る
人　

●

申
し
込
み
＝
10
月
31
日
㈬
ま
で

に
、市
役
所
1
階
社
会
福
祉
課（
☎

3
2
1
・
1
2
4
3
）
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
て
、
同
課
へ

　

市
は
、
合
併
に
伴
い
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
景
観
計

画
、
緑
の
基
本
計
画
な
ど
の
策
定

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
計
画
に
市
民
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
倉
渕
、
箕
郷
、
群
馬
、

新
町
、
榛
名
の
各
地
域
ご
と
に
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
そ

の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

●
募
集
人
数
＝
各
地
域
十
五
人
程

度
（
選
考
）
●
応
募
条
件
＝
各
地

域
に
在
住
か
在
勤
、
在
学
の
人

●
内
容
＝
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
各
計
画

に
反
映
さ
せ
る　

●
申
し
込
み
＝

しみんガイド
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都
市
計
画
に
関
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者

消
防
隊
の
秋
季
点
検

特
別
整
理
休
館
の
お
知
ら
せ

10
月
は
土
地
月
間

浄
化
槽
の
補
助
金
申
請
は

12
月
28
日
ま
で
に

地
域
福
祉
市
民
会
議
の
委
員

10
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
月
間
で
す

一
日
合
同
行
政
相
談

図
書
館

市
立
図
書
館
（
中
央
館
）

末
広
町
☎
3
2
2 ・7
9
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●青年センターの教室●
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　いずれの教室も、対象は本市と安中市に在住の18歳以上
の人で、会場は青年センター（台新田町）です。
　申し込みは、受付日時に費用を添えて、同センターへ。
定員を超えたときは抽選します。
　問い合わせは、月曜日と祝日を除く午後1時から8時（日
曜日は午後3時）までに、同センター（☎346-0251）へ。

紅茶・コーヒーの美味しい入れ方
●日時＝10月25日～ 11月15日の木曜日、午後6時30分～ 8
時30分、計4回　●内容＝紅茶・コーヒーのおいしい入れ方
の実習　●定員＝20人　●費用＝4,000円　●受付日時＝10
月18日㈭午後6時30分

美容指圧
●日時＝10月26日～ 12月7日の金曜日、午後6時30分～ 8時
30分、計6回　●内容＝指圧の基本実技と美容のツボを習得
する　●定員＝30人　●費用＝500円　●受付日時＝10月
19日㈮午後6時30分

ビーズアクセサリー
●日時＝11月17日～ 12月22日の土曜日、午後6時30分～ 8
時30分、計6回　●内容＝ビーズの指輪など、6種類のビー
ズアクセサリーを作る　●定員＝20人　●費用＝9,000円
●受付日時＝10月27日㈯午後6時30分
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